
 ⽇�時：2024年3⽉3⽇（⽇） 1:00〜4:30pm� 
 会�場：⽇⽐⾕図書館⼤ホール
 主�催：公益財団法⼈ ⽇本ヘルスケア協会

 ����申�込：参加費5,000円

第1部：基調講演「プラネタリーヘルスと世界における⽇本の役割
         ⽇本最⼩の町・江府町から世界へ」
�

第2部：パネルディスカッション：⼟と微⽣物がつなぐ「医・⾷・農」の未来
   ���プラネタリーヘルス・アクション宣⾔

第3部：17:30�〜19:00��交流・懇親会（会費制・名刺交換会）

気候⾵⼟、歴史⽂化に根差した古の知慧と科学技術の融合により
すべての⼈の営みが、⼈と地域、地球の健康を実現する⽂明を築くため、
プラネタリーヘルス・イニシアティブを設⽴します。

⽇本から世界を変える、古くて新しいプラネタリーヘルス

（資料代含む）

現代の医学や医療技術は急速に進歩したにもかかわらす、一方で病や病者は増え続けているのはどうしてなの
でしょうか？　その問いに対するひとつの答えがプラネタリーヘルスにあると私たちは考えています。
「プラネタリーヘルス(Planetary Health)」は、人類を含む地球全体は1つの有機的なシステムであり、密接
に繋がっているという考え方を前提に、地球全体の健康とウェルビーイングを目指す最も統合的なヘルスケア
概念です。2015年『The Lancet』において提唱されてから国際的な研究推進や実装が求められています。
日本では、「医食同源」「身土不二」という言葉が伝えられているように、医療・健康と食、あるいは食と農
（土）を一体に捉える考え方が受け継がれてきました。本イニシアティブでは、こうした古くて新しいプラネ
タリーヘルスの理念を日本から世界に向けて発信し、その社会実装を推進していきます。

人類が生きるだけで人と地球を壊していく時代から、
人類が生きるだけで人と地球が健康に、幸せになる時代へ。

ぜひ私たちの活動に参画ください。

（zoom ウェビナーオンライン同時配信）



●基調講演：プラネタリーヘルスと世界における⽇本の役割 
����������������������������〜⽇本最⼩の町・江府町から世界へ 
���講師：桐村⾥紗（PHI代表）

●特別講演：微⽣物が奏でるシンフォニー

 

プログラム

ｔｅｎｒａｉ株式会社　代表取締役医師。東京大学大学院工学系研究科携講座共同研究員。予防医療から生活習慣
病、在宅診療まで総合的に臨床医療に従事後、人を含む地球全体の健康・ウェルビーイングを目指す「プラネタリ
ーヘルス」を推進。鳥取県江府町を核とした流域において、分野横断的な連携によるプラネタリーヘルス地域モデ
ル社会実装を行う。著書に『腸と森の「土」を育てる　微生物が健康にする人と環境』（光文社新書）他。

第1部

第2部 �●パネルディスカッション∕＜プラネタリーヘルス・アクション＞ 宣⾔  
 

実施概要

日　時：2024年3月3日（日） 13:00～16:30 （開場：12:30）
会　場：日比谷図書文化館（大ホール）zoomウェビナーオンライン同時配信
定　員：180名（会場出席：定員になり次第締め切り）WEB参加（500名）
主　催：公益財団法人　日本ヘルスケア協会・プラネタリーヘルス・イニシアティブ（PHI）
              （野菜で健康推進部会、お米で健康推進部会、土壌で健康推進部会）
後　援：（一社）日本オーソモレキュラー医学会、（一社）日本健康食育協会
　　　　（一社）次世代FVC研究所
参加費：会場参加 5000円（資料代含む）オンライン参加 3000円
　　　　＊参加登録いただいた方には、後日アーカイブ配信もいたします。

申し込み方法：　

オープニング：プラネタリーヘルス・イニシアティブの設⽴について

講師：⽴正⼤学�地球環境科学部�特任教授 横⼭和成

＜ファシリテーター＞
京都府⽴⼤学客員教授/ふじのくに地球環境史ミュージアム�館⻑
佐藤�洋⼀郎

テーマ：⼟と微⽣物がつなぐ「医・⾷・農」の未来
    〜医⾷同源から医⾷「農」源へ〜

＜パネリスト＞
・第⼀部の講演講師（横⼭和成、桐村⾥紗）
・医療法⼈仁善会⽥中クリニック院⻑ ⽥中�善
 公益財団法⼈�⽇本ヘルスケア協会��理事、野菜で健康推進部会⻑ 
                         丹⽻�真清

田中 善 丹羽 真清

農学博士,1959年、和歌山県生まれ。北大大学院農学研究科修了。帯広畜産大学畜産学部助手、米コーネル大学、ノ
ルウェー国立ベルゲン大学客員研究員、農水省農業環境技術研究所主任研究官、独立行政法人・農研機構 上席研究員
を歴任。農地の生物的豊かさを評価する第一人者。著書に「食は国家なり! 日本の農業を強くする5つのシナリオ」。

こちらをクリックし、参加登録をお願いします QRコードから
参加申込

＊敬称略

パネルディスカッションでは、第1部の講師に加え、がん患者と向き合いながら医療と食事療法を実践し、
腸内細菌にも深い知見を持たれている田中善先生、野菜と健康、土、微生物との関係について研究、農業事
業者とともに実践を積み重ねてきた丹羽真清さんが参加。地球環境と人の営みに関する碩学、佐藤洋一郎さ
んのファシリテートのもと、プラネタリーヘルスの社会実装の具体策についてディスカッションします。

https://planetaryhealth-initiative.peatix.com/

